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本論文は学校体育におけるマット運動の「前転ファミリー」技の指導に関する研究である。
本論文は以下にそれぞれ概要を示す6章で構成されている。
第1章 緒言
マット運動は学校体育の一領域である器械運動における種目の1つである。このマット運
動では、「前転ファミリー」といわれる前転、開脚前転、伸膝前転といった技が行われ、こ
れらに関する研究はこれまでにも多く存在する。しかしながら本来は学校体育において学習
すると思われる前転や開脚前転について、大学体育学部の学生ですら未習得である者がいる
という現状がある。これまで研究がなされてこなかった各技に必要な技術の習熟レベルを正
しく評価する方策の検討や、現場に最も役立つと思われる指導の事例研究が必要であると考
えられる。
本論文ではマット運動における「前転ファミリー」の技を対象に、
1.前転、開脚前転、伸膝前転の技術の習熟レベルを評価するための「評価基準」を作成して
評価を行い、技が「できない」原因について検討すること、
2.作成した「評価基準」を用いて、小学生を対象に「前転」の技術の習熟レベルについて明
らかにすること、
3.小学生を対象にマット運動における「伸膝前転」の習得・習熟を目指して指導を行い、伸
膝前転の指導ポイントを探ること、
の3点を目的とした。
第2章 マット運動における「前転ファミリー」の技の評価
本章では、マット運動における「前転ファミリー」の技である前転、開脚前転、伸膝前転
の技術の習熟レベルを評価するための評価基準を作成すること、それをもとに実際の小学生
の実施を評価して技ができない原因について検討することを目的とした研究を行った。先行
研究によって前転ファミリーの技には身体の背面を順々にマットに接触させながら転がる
「順次接触の技術」と、下肢の運動を上半身に伝導する「伝導の技術」があることが明らか
にされているが、これをもとに評価項目と評価基準を作成した。その結果、作成した評価基
準には妥当性があると考えられ、それを用いた評価結果から、開脚前転ができない場合、前
転の段階において、「順次接触の技術」の習熟レベルに問題があることや、「伝導の技術」
の習熟レベルに問題があることが考えられた。また、伸膝前転ができない場合、前転や開脚
前転の段階で「伝導の技術」における「回転のはじめに背中の下部が実施面から離れた状態
で腰角を開く」、「足を投げ出す」、「足の速度を上半身に伝え、（課題とする姿勢で）ス
ピーディーに立ち上がる」ということについて習熟レベルに問題があることが考えられた。
第 3 章 マット運動における「前転」の技術の習熟レベル調査
本章では、前章で作成した評価基準を用いて、小学生を対象に「前転」の技術の習熟レベ
ルについて明らかにすることを目的とした。その結果、前転の運動課題の達成についてでき
ていないとされる者が確認された。順次接触の技術については小学生における習熟レベルは
高い傾向にあり、小学校のマット運動における前転の指導において、習熟レベルを高められ
るような指導ができていると推察された。しかしながら伝導の技術については、小学生にお
ける習熟レベルは低い傾向にあり、小学校のマット運動における前転の指導において、習熟
レベルを高められるような指導が十分になされていない現状が明らかとなった。
第 4 章 マット運動における「伸膝前転」の指導
本章では、マット運動における伸膝前転について、この技を習得していない小学生に対す
る指導事例研究を行っている。本章で指導対象となった 4 名は、おもに伝導の技術の習得・
習熟に問題があると評価されたため、この技術の習得・習熟を図るための練習方法を独自に
考案して指導を行った。その結果、2 名が伸膝前転の習得に成功した。残る 2 名は設定され
た研究期間ではこの技の習得までには至らなかったものの、伝導の技術の習得レベルについ
て改善がみられた。伸膝前転の指導では、伝導の技術の習熟を図ることが重要であり、運動
経過において腰角の増大が現れるような練習課題を取りいれたりあるいは意識付けを行っ
たりすることができるかが指導のポイントになってくるものと考えられた。
第 5 章 総合考察
本章では、上記の研究結果をふまえ、技の指導において重要なことは、まず技の技術の習
熟レベルを評価することのできる評価基準を作成することであり、その評価基準を用いて技
ができない原因を明らかにし、それから必要な指導方法を検討する必要があることを示した。
さらに前転ファミリーの技の習得には、「順次接触の技術」と「伝導の技術」の 2 つの技術
の習熟レベルが十分に高まった前転ができるようになることが必要であること、指導者には
「順次接触の技術」と「伝導の技術」の 2 つの技術をしっかりと習得・習熟させられるよう
な指導が求められており、を行っていかなければならないことを示し、その方策を提示した。
第 6 章 結論
技の指導では、基本技の段階でその発展技の習得を見据えた指導を行うことが重要であり、
学校体育のように 1 つの技に多くの練習時間を設けることが難しい指導現場では、効率の良
い指導が求められ、その点からも基本技の段階で発展技の習得を見据えた指導を行うべきと
いえと結論付けている。
本論文第2章の研究は、以下の学術雑誌に掲載された。
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本論文で特に評価すべき点は、マット運動の技の習得レベルに対してこれまでに明確なも
のがなかった評価基準を作成し、その評価基準を用いることによって学習者が習得すべき技
術を明確にできるようにしたことと、その技術を習得するための練習方法を事例で示したこ
とである。運動能力の低下が言われて久しいわが国の小学生にとって、学校における体育授
業は非常に重要な運動の機会であるが、その学校体育における運動意欲の醸成には、運動課
題の達成が必要となる。指導が難しいと言われがちな器械運動において、本論文で示した評
価基準の利用が大きく寄与すると思われる。
以上のことから、本審査委員会は、本論文が「博士（スポーツ科学）」の学位を授与する
に十分値するものと認める。
以 上
